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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

 当第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日～平成27年６月30日）におけるわが国の経済は、政府の経済政策

や金融政策の効果などを受け、雇用情勢や景気の先行きの見通しに改善の動きがみられる一方で、輸入原材料の価

格上昇や消費税引き上げの影響を受け、設備投資などに慎重な産業もみられます。 

 このような状況の下、当社グループは、“メールアプリケーションソフトのエイジア”から、“eコマースの売

上UPソリューション（アプリケーションソフトと関連サービスの組み合わせたもの）を世界に提供するエイジ

ア”へ事業領域を拡大し、売上・利益の増大を図るべく、当連結会計年度は、以下の施策に重点的に取り組んでお

ります。 

 

①BtoC型企業向けのマーケティングオートメーションの製品開発とブランディング 

 平成28年3月期においては、BtoC型企業向けのマーケティングオートメーションを核としたマーケティングプ

ラットフォームの構築とそのブランディングに経営資源を集中的に配分し、「複雑化したデジタルマーケティン

グを世界一カンタンに、確実に！」というコンセプトの実現を目指した、「WEBCAS」シリーズの新製品「WEBCAS

マーケティングオートメーション（仮称）」の開発とBtoC企業向けのマーケティングプラットフォームとしての

ブランドを強化する方針です。 

 

②クラウドサービス（ASP・SaaS）※1の強化 

 成長のために必要な投資を維持・強化し、事業領域の拡大に伴い発生するリスクに耐えうる収益力を確保する

ため、アプリケーション事業において、利益率と売上継続性（ストック性）の高いクラウドサービスの販売増強

に引き続き注力しています。 

 平成27年５月11日には、スマートフォンやフィーチャーフォンなどの“携帯電話番号”を宛先としてショート

メッセージ（SMS）を配信できる、SMS配信システム「WEBCAS SMS」※2を発売開始いたしました。 

 また、必要な機能だけを盛り込んだシンプルなCRMシステム「WEBCAS CRM」※3を開発し同日発売開始いたしま

した。 

 これらの取り組みの結果、クラウドサービス全体の売上高は27,269千円（前年同四半期比22.5％増）増加いた

しました。アプリケーション事業全体については、後述セグメントの業績をご参照ください。 

(単位：千円) 

 
平成26年３月期 

第１四半期 

平成27年３月期 

第１四半期 

平成28年３月期 

第１四半期 

クラウドサービス売上高 113,960 121,004 148,274 

前期比増減額 ＋9,950 ＋7,043 ＋27,269 

前期比増減率 ＋9.6％ ＋6.2％ ＋22.5％ 

 

 

③コンサルティング力の強化 

平成25年10月に子会社化した、マーケティングコンサルティングやメールコンテンツ制作事業を営む株式会社

FUCAとの連携を密にし、アプリケーション事業との相乗効果の高い案件の受注に注力し確実に成果がでてきてお

ります。株式会社FUCAと協力して推進したコンサルティングサービス売上高は以下の通りです。 

(単位：千円) 

 
平成26年３月期 

第１四半期 

平成27年３月期 

第１四半期 

平成28年３月期 

第１四半期 

コンサルティングサービス売上高 3,295 18,368 25,840 

前期比増減額 ＋1,785 ＋15,073 ＋7,472 

前期比増減率 ＋118.2％ ＋457.4％ ＋40.7％ 

 

 

これらの取り組みの結果、当第１四半期連結累計期間においては、売上高251,637千円(前年同四半期比13.0％

増)、営業利益25,607千円(前年同四半期比74.9％増)、経常利益27,115千円(前年同四半期比76.2％増)、親会社株

主に帰属する四半期純利益17,666千円(前年同四半期比87.4％増)となりました。 
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 セグメントの業績は、次のとおりであります。 

 

①アプリケーション事業 

主力のメールアプリケーションソフトの分野においては、利益率や売上継続性の高いクラウドサービスの販売

強化に努めました。 

平成27年５月には「WEBCAS SMS」※2「WEBCAS CRM」※3の発売を開始し、また、WEBCASシリーズの導入企業数

が2,500社を超えることができました。 

これらの取り組みの結果、アプリケーション事業全体の売上高は210,901千円（前年同四半期比16.0％増）、

売上高総利益率70.7％（前年同四半期比＋6.6ポイント）となりました。 

 

②サービスソリューション事業 

 アプリケーション事業の拡大に資する受託開発案件及びその保守業務、デザイン、eコマースサイト構築業

務、マーケティングコンサルティング、メールコンテンツ提供サービスを中心に展開しております。平成25年10

月に子会社化した株式会社FUCAと協力し、コンサルティングサービスの受注に注力し新規案件の獲得に向けた活

動をした結果、コンサルティングサービスの売上高は増加いたしました。一方、受託開発案件の対応は最小限に

して、エンジニアリソースは「WEBCAS マーケティングオートメーション（仮称）」の開発に注力した結果、受

託開発案件及びそれに付随するデザインの売上高は減少いたしました。 

 これらの取り組みの結果、サービスソリューション事業全体の売上高は40,736千円（前年同四半期比0.6％

減）、売上高総利益率9.2％（前年同四半期比－27.9ポイント）となりました。 

 

セグメント別売上高及び売上高総利益率 

 

平成27年３月期 

第１四半期連結累計期間 

平成28年３月期 

第１四半期連結累計期間 

金額・利益率 構成比 金額・利益率 構成比 

アプリケーション事業 
売上高（千円） 181,744 81.6％ 210,901 83.8％ 

売上高総利益率 64.2％ － 70.7％ － 

サービスソリューション事業 
売上高（千円） 40,964 18.4％ 40,736 16.2％ 

売上高総利益率 37.1％ － 9.2％ － 

合計 
売上高（千円） 222,708 100.0％ 251,637 100.0％ 

売上高総利益率 59.2％ － 60.8％ － 

 

※１ クラウドサービス（ASP・SaaS） 

 ソフトウェア提供者（この場合、当社グループ）が管理するサーバー上で稼動しているソフトウェアを、ユーザ

ー企業がインターネット経由でサービスとして利用する形態。ユーザー企業は、サーバー・ソフトウェアの管理や

ライセンス費用の負担なく、毎月の使用料を支払うことで、比較的安価な利用が可能となります。 

 

※２ WEBCAS SMS 

 「WEBCAS SMS」は、企業が顧客に対してSMSを配信できるメッセージングソリューションです。SMSの大量一斉配

信はもとより、配信したメールがエラーになってしまう顧客だけに「登録再通知メール」を送りメルマガ再登録を

促したり、顧客の会員登録状況・行動履歴に応じた各種リマインドを送ったりなど、きめこまかいセグメント配信

にも活用できます。SMS配信後は、SMSに記載したURLのクリック率、コンバージョン（目的達成）率も計測するこ

とが可能です。 

 

※３ WEBCAS CRM 

「WEBCAS CRM」は、顧客データベースの作成・運用からWeb登録フォームの作成、メール配信、SMS（ショートメ

ッセージサービス）配信、そしてWebアンケートの作成まで行えるクラウド型のマーケティングプラットフォーム

です。顧客とのコミュニケーション業務に必要な機能のみに絞り、「シンプルで誰でもすぐに使えるCRMシステ

ム」をコンセプトに開発しました。豊富なテンプレートを用意しているためデータベースやWebアンケートを簡単

に作成できることはもちろん、顧客データベースを活用したOne to Oneメール配信やステップメール配信が行える

など、本格的なCRMを手軽に実現できます。 
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（２）財政状態に関する説明 

①資産、負債及び純資産の状況 

 当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて28,543千円減少し、1,140,732千円(前連結

会計年度末比2.4％減)となりました。 

 流動資産は、前連結会計年度末に比べ現金及び預金が29,542千円、売掛金が10,974千円それぞれ減少したことに

より35,160千円減少いたしました。 

 固定資産は、前連結会計年度末に比べ無形固定資産が2,189千円減少した一方で、有形固定資産が2,211千円、投

資その他の資産が6,595千円それぞれ増加したことにより6,617千円増加いたしました。 

 当第１四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べて20,797千円減少し、184,995千円(前連結

会計年度末比10.1％減)となりました。 

 流動負債は、前連結会計年度末に比べ前受収益が22,225千円増加した一方で、未払法人税等が34,876千円減少し

たことにより20,697千円減少いたしました。 

 固定負債は、前連結会計年度末に比べ長期前受収益が105千円減少したことにより、100千円減少いたしました。 

 当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べ7,745千円減少し、955,736千円(前連結

会計年度末比0.8％減)となりました。これは、主に親会社株主に帰属する四半期純利益17,666千円を計上した一方

で、剰余金の配当29,337千円を行ったことによるものであります。 

 

②キャッシュ・フローの状況 

 当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物残高（以下、「資金」という）は、前連結会計年度末

に比べて29,542千円減少し、609,985千円(前連結会計年度末比4.6％減)となりました。各キャッシュ・フローの状

況と主な発生要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第１四半期連結累計期間において営業活動の結果支払われた資金は、2,520千円(前年同四半期連結累計期間に

営業活動の結果得られた資金41,873千円)となりました。主な資金増加要因は、税金等調整前四半期純利益27,115

千円によるものであり、主な資金減少要因は、法人税等の支払額42,402千円によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第１四半期連結累計期間において投資活動の結果支払われた資金は、5,669千円(前年同四半期連結累計期間に

投資活動の結果支払われた資金1,504千円)となりました。主な資金減少要因は、有形固定資産の取得による支出

5,069千円によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第１四半期連結累計期間において財務活動の結果支払われた資金は、21,352千円(前年同四半期連結累計期間

に財務活動の結果支払われた資金7,490千円)となりました。主な資金減少要因は、配当金の支払額22,404千円によ

るものであります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 現段階において、第２四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想の変更はありません。今後の業績推移に応じ

て修正が必要と判断した場合は、速やかに開示いたします。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」という。 

）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」という 

。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基準 

」という。）等を、当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分 

変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上す 

る方法に変更いたしました。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的 

な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸 

表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持 

分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間及び前連結会 

計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）及 

び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期 

首時点から将来にわたって適用しております。 

なお、当第１四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。 

- 4 -

株式会社エイジア（2352）平成28年3月期　第1四半期決算短信



３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 839,528 809,985 

売掛金 134,638 123,664 

仕掛品 5,765 8,330 

繰延税金資産 12,662 7,667 

その他 27,876 35,663 

流動資産合計 1,020,472 985,311 

固定資産    

有形固定資産 41,236 43,447 

無形固定資産    

のれん 9,041 8,399 

その他 18,744 17,197 

無形固定資産合計 27,786 25,596 

投資その他の資産    

投資有価証券 38,725 43,190 

繰延税金資産 20,349 21,827 

その他 20,705 21,357 

投資その他の資産合計 79,780 86,376 

固定資産合計 148,803 155,420 

資産合計 1,169,275 1,140,732 

負債の部    

流動負債    

買掛金 5,941 2,470 

未払法人税等 44,238 9,362 

前受収益 51,183 73,408 

賞与引当金 22,177 15,987 

その他 73,778 75,393 

流動負債合計 197,319 176,622 

固定負債    

長期前受収益 420 315 

繰延税金負債 84 81 

資産除去債務 7,969 7,976 

固定負債合計 8,473 8,372 

負債合計 205,793 184,995 

純資産の部    

株主資本    

資本金 322,420 322,420 

資本剰余金 269,045 269,719 

利益剰余金 388,201 376,530 

自己株式 △60,807 △60,019 

株主資本合計 918,859 908,650 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 4,459 7,875 

その他の包括利益累計額合計 4,459 7,875 

新株予約権 33,510 33,100 

非支配株主持分 6,652 6,109 

純資産合計 963,482 955,736 

負債純資産合計 1,169,275 1,140,732 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年６月30日) 

売上高 222,708 251,637 

売上原価 90,886 98,697 

売上総利益 131,822 152,940 

販売費及び一般管理費 117,179 127,332 

営業利益 14,643 25,607 

営業外収益    

受取利息 7 7 

受取配当金 538 4 

未払配当金除斥益 396 242 

助成金収入 - 1,771 

その他 40 66 

営業外収益合計 981 2,090 

営業外費用    

為替差損 1 - 

持分法による投資損失 236 583 

その他 1 - 

営業外費用合計 238 583 

経常利益 15,386 27,115 

税金等調整前四半期純利益 15,386 27,115 

法人税、住民税及び事業税 1,406 8,109 

法人税等調整額 4,048 1,881 

法人税等合計 5,454 9,991 

四半期純利益 9,931 17,124 

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△） 
502 △542 

親会社株主に帰属する四半期純利益 9,429 17,666 

 

- 6 -

株式会社エイジア（2352）平成28年3月期　第1四半期決算短信



（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年６月30日) 

四半期純利益 9,931 17,124 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △438 3,415 

その他の包括利益合計 △438 3,415 

四半期包括利益 9,493 20,539 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 8,990 21,082 

非支配株主に係る四半期包括利益 502 △542 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 15,386 27,115 

減価償却費 4,110 4,545 

のれん償却額 642 642 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △8 - 

賞与引当金の増減額（△は減少） △6,663 △6,190 

受取利息及び受取配当金 △545 △11 

助成金収入 - △1,771 

持分法による投資損益（△は益） 236 583 

売上債権の増減額（△は増加） 42,995 10,974 

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,919 △2,564 

仕入債務の増減額（△は減少） △3,485 △3,470 

その他の流動資産の増減額（△は増加） △9,125 △7,741 

その他の固定資産の増減額（△は増加） 625 △51 

その他の流動負債の増減額（△は減少） 45,341 16,138 

その他の固定負債の増減額（△は減少） △200 △105 

その他 12 7 

小計 86,401 38,099 

利息及び配当金の受取額 545 11 

助成金の受取額 - 1,771 

法人税等の支払額 △45,073 △42,402 

営業活動によるキャッシュ・フロー 41,873 △2,520 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △1,319 △5,069 

無形固定資産の取得による支出 △238 - 

差入保証金の差入による支出 - △600 

差入保証金の回収による収入 53 - 

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,504 △5,669 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

自己株式の処分による収入 11,725 1,051 

配当金の支払額 △19,215 △22,404 

財務活動によるキャッシュ・フロー △7,490 △21,352 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 32,878 △29,542 

現金及び現金同等物の期首残高 542,071 639,528 

現金及び現金同等物の四半期末残高 574,950 609,985 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。
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